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序
　
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
生
涯

「
死
と
名
声
」
が
予
告
し
た
死

一
九
九
七
年
三
月
三
十
日
に
肝
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
余
命
半
年
か
ら
一
年
と
宣
告
さ
れ
た
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー

グ
は
、
そ
の
日
か
ら
友
人
た
ち
に
別
れ
の
電
話
を
か
け
続
け
た
。
四
月
二
日
に
病
院
か
ら
退
院
し
、
以
前
か
ら
内
装
を

整
え
て
入
居
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
眺
め
の
良
い
自
宅
ア
パ
ー
ト
に

落
ち
着
い
た
。
書
き
物
仕
事
を
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
徹
夜
し
た
。
そ
し
て
翌
三
日
の
日
中
は
ベ
ッ
ド
で
休
養
し
、

四
日
朝
、
秘
書
ボ
ブ
・
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ル
が
寝
室
を
訪
れ
る
と
、
脳
卒
中
に
よ
る
昏
睡
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
夜
間
に
付

き
添
う
は
ず
の
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ロ
フ
ス
キ
ー
が
無
断
で
外
出
し
て
い
た
た
め
、
容
態
が
急
変
し
て
深
刻
な
病
状
の
発
見

が
遅
れ
た
の
だ
ろ
う
。
関
係
者
が
集
ま
る
中
、
五
日
午
前
二
時
半
頃
に
自
宅
ベ
ッ
ド
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
七
十
歳
だ

っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
旅
行
し
た
南
米
で
受
け
た
治
療
の
際
、
使
い
回
さ
れ
た
注
射
針
か
ら
感
染
し
た
で
あ
ろ
う
肝
炎
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が
死
亡
の
遠
因
と
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス
が
友
人
た
ち
と
の
最
後
の
別
れ
を
映
像
で
記
録
し
た
。『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
一
面
に
長
い
死
亡
記
事
を
掲
載
し
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
れ
は
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
生
前
に

同
紙
が
報
じ
た
ど
の
記
事
よ
り
も
大
き
く
、
肯
定
的
な
報
道
だ
っ
た
。

余
命
宣
告
直
後
の
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
生
前
最
後
の
詩
「
私
が
で
き
な
い
こ
と
（
追
憶
）」
を
完
成
さ
せ
、
自
分
の
葬

式
風
景
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
描
い
た
詩
「
死
と
名
声
」
を
含
む
最
後
の
詩
集
と
な
る
『
死
と
名
声
』
を
準
備
し
て

い
た
時
、
世
界
中
の
フ
ァ
ン
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
て
で
き
る
だ
け
長
い
余
命
を
祈
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
直
後
の
死
。
打
ち
ひ
し
が
れ
た
人
間
た
ち
の
数
、
そ
の
思
い
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

大
学
入
学
ま
で

一
九
二
六
年
六
月
三
日
午
前
二
時
、
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
父
ル
イ
と
母
ナ
オ
ミ
の
第
二
子

と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
三
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
同
州
の
パ
タ
ー
ソ
ン
で
育

つ
。
兄
は
ユ
ー
ジ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
で
あ
る
父
ル
イ
の
両
親
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ナ
ゴ

ー
グ
よ
り
も
労
働
運
動
と
社
会
主
義
に
熱
心
だ
っ
た
。
母
ナ
オ
ミ
は
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
、
八
歳
の
時
に
家
族
で
ア
メ
リ

カ
へ
移
住
し
た
。
彼
女
の
一
家
は
共
産
党
を
支
持
し
て
い
た
。
ル
イ
は
高
校
生
の
頃
か
ら
詩
を
書
い
て
発
表
し
、
高
校

で
ナ
オ
ミ
と
恋
に
落
ち
、
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学
卒
業
後
の
一
九
一
九
年
に
結
婚
。
パ
タ
ー
ソ
ン
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
で
教
師
と
し
て
四
十
年
間
教
え
な
が
ら
、
詩
人
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
ナ
オ
ミ
も
少
し
の
間
小
学
校
な
ど
で
教

え
た
が
、
一
九
一
八
年
に
彼
女
の
母
が
亡
く
な
っ
た
後
に
神
経
衰
弱
を
発
症
し
、
そ
の
後
長
く
続
く
統
合
失
調
症
で
苦
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し
む
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
時
代
の
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
知
的
に
優
れ
て
い
た
こ
と
で
、
遊
び
仲
間
か
ら
「
教
授
」「
哲
学
者
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
転
校
時
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
か
ら
か
わ
れ
て
孤
独
を
感
じ
、
読
書
に
没
頭
す
る
か
、
兄
や
従
兄
弟
た

ち
と
遊
ん
で
過
ご
し
た
。
両
親
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好
き
で
、
彼
は
九
歳
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
を
習
う
が
、
練

習
に
は
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
十
一
歳
か
ら
は
日
記
を
つ
け
始
め
、
こ
の
習
慣
は
生
涯
続
く
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
時
代
は
質
素
な
暮
ら
し
だ
っ
た
が
、
大
き
な
痛
み
に
満
ち
て
い
た
。
母
ナ
オ
ミ
は
熱
心
に
共
産
党
活
動
集
会

に
参
加
し
、
菜
食
主
義
や
ヌ
ー
デ
ィ
ズ
ム
を
実
践
し
、
極
端
な
行
動
に
よ
っ
て
家
族
を
困
惑
さ
せ
る
。
奇
行
や
発
作
も

激
し
く
な
る
。
家
事
を
し
て
い
る
時
に
裸
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
だ
け
を
身
に
つ
け
た
状
態
で
足
に
血
を
流
し
て
息
子
を

狼
狽
さ
せ
た
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
よ
る
自
殺
未
遂
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
自
分
が
ス
パ
イ
に
監
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
妄
想
も
膨
ら
ん
で
い
く
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
一
九
四
二
年
に
第
一
子
の
ユ
ー
ジ
ン
が
空
軍
に
入
隊
す
る

と
、
ナ
オ
ミ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
恐
怖
か
ら
被
害
妄
想
に
囚
わ
れ
、
病
院
へ
の
入
退
院
を
繰
り
返
す
。
治
療
代
が
家
計

を
圧
迫
し
、
一
家
の
経
済
状
況
は
悪
化
し
て
い
く
。
ル
イ
の
母
の
レ
ベ
ッ
カ
が
ナ
オ
ミ
の
精
神
病
を
非
難
す
る
状
況
下
、

ル
イ
と
ナ
オ
ミ
は
離
婚
す
る
。
子
ど
も
な
が
ら
も
学
校
を
休
ん
で
母
の
世
話
を
し
な
さ
い
と
父
に
命
じ
ら
れ
た
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
一
般
的
な
母
親
の
愛
情
表
現
を
受
け
た
の
は
一
度
だ
け
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
か
ら
い
じ
め
ら
れ
、
泣
い
て
帰
宅
し
て
母
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
た
十
一
歳
の
時
だ
。
そ
の
分
、
父
と

兄
へ
の
ぬ
く
も
り
を
求
め
た
。
父
に
は
「
キ
ス
の
チ
ビ
虫
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
に
、
キ
ス
し
た
が
っ
た
。
後
に
、
母
親

へ
の
複
雑
な
思
い
は
「
吠
え
る
」「
カ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」「
白
い
か
た
び
ら
」「
黒
い
か
た
び
ら
」
な
ど
の
詩
に
重
層
的
に

描
か
れ
て
い
く
。
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文
学
や
詩
が
身
近
に
あ
る
環
境
で
育
っ
た
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
パ
タ
ー
ソ
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
に
高
校
の

出
来
事
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
週
二
ド
ル
の
報
酬
を
得
た
。
英
文
学
の
授
業
で
は
、
そ
の
頃
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
ハ
ー
ト
・
ク
レ
イ
ン
の
詩
の
魅
力
を
学
び
、
教
師
か
ら

助
言
を
受
け
て
伝
統
的
な
韻
律
の
詩
を
書
き
始
め
た
。
そ
し
て
卒
業
文
集
に
初
め
て
自
分
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
。
思
春

期
の
性
的
な
想
念
は
少
女
で
は
な
く
少
年
に
向
き
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ス
と
い
う
一
学
年
年
上
の
先
輩
へ
の
恋
愛
感
情
を
自

覚
す
る
。
ポ
ー
ル
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
進
学
後
は
彼
に
近
づ
き
た
い
思
い
で
同
大
学
を
選
ん
だ
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
停
学
を
含
む
六
年
間

一
九
四
三
年
夏
、
奨
学
金
を
得
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
得
意
な
の
で
法
律
家
を
目
指
す
こ
と

も
考
え
て
い
た
。
し
か
し
個
性
的
な
友
人
た
ち
と
の
楽
し
い
出
会
い
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
文
学
専
攻
に
決
め
る
。
停
学
を

含
む
こ
の
六
年
間
は
、
時
々
ウ
ツ
に
陥
り
、
死
に
た
い
と
思
い
つ
つ
死
の
恐
怖
に
怯
え
、
自
分
の
存
在
を
否
定
し
、
同

性
愛
者
の
自
分
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
に
苦
悩
す
る
期
間
だ
っ
た
。

当
時
は
自
然
に
反
す
る
性
行
動
（
肛
門
性
交
・
口
内
性
交
・
獣
姦
な
ど
）
を
禁
じ
る
ソ
ド
ミ
ー
法
と
呼
ば
れ
る
法
律

が
世
界
各
地
に
存
在
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
州
で
は
一
九
六
八
年
の
段
階
で
同
性
愛
は
法
律
違
反
と
し

て
罰
せ
ら
れ
る
対
象
で
も
あ
っ
た
。
精
神
医
学
と
し
て
世
界
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
診
断

基
準
・
診
断
分
類
に
よ
る
と
、
同
性
愛
は
一
九
五
二
年
に
は
精
神
異
常
、
一
九
六
八
年
で
は
人
格
障
害
と
い
う
基
準
が

示
さ
れ
、
一
九
七
四
年
に
よ
う
や
く
疾
患
の
対
象
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
つ
ま
り
思
春
期
の
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
悩
ん
だ
時
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代
の
同
性
愛
は
、
違
法
行
為
で
あ
り
、
精
神
異
常
と
診
断
さ
れ
る
治
療
対
象
だ
っ
た
。
母
ナ
オ
ミ
が
受
け
た
電
気
シ
ョ

ッ
ク
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
や
メ
ト
ラ
ゾ
ー
ル
投
与
な
ど
、
現
代
か
ら
見
る
と
人
権
侵
害
で
拷
問
の
よ
う
な
療
法
が
な
さ
れ

て
い
た
精
神
病
院
の
実
情
を
知
る
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
は
、
よ
り
一
層
恐
怖
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
誰
に
も
口
外

で
き
な
い
秘
密
中
の
秘
密
で
あ
っ
た
。

学
生
生
活
で
は
、
後
に
ビ
ー
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
仲
間
た
ち
と
出
会
っ
て
い
く
。
一
年
次
の
ク
リ
ス

マ
ス
休
暇
中
、
音
楽
を
き
っ
か
け
に
ル
シ
ア
ン
・
カ
ー
と
知
り
合
い
、
街
中
の
ジ
ャ
ズ
バ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。

ま
た
十
一
歳
年
上
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ロ
ウ
ズ
と
知
り
合
い
、
カ
ー
か
ら
イ
ー
デ
ィ
・
パ
ー
カ
ー
と
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ダ

ム
ス
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
ヘ
ン
リ
・
ク
リ
ュ
と
パ
ー
カ
ー
の
恋
人
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ル
ア
ッ
ク

と
友
人
に
な
る
。
ケ
ル
ア
ッ
ク
は
四
歳
年
上
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
出
身
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス

タ
ー
選
手
だ
っ
た
が
足
の
骨
折
で
チ
ー
ム
と
大
学
を
辞
め
て
い
た
。
彼
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
内
向
的
な
タ
イ
プ
だ
が
、

作
家
に
な
る
意
欲
に
燃
え
て
い
た
。
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
ケ
ル
ア
ッ
ク
に
魅
了
さ
れ
た
。
彼
ら
は
パ
ー
カ
ー
と
ア
ダ
ム
ス

の
住
む
ア
パ
ー
ト
を
拠
点
に
し
て
、
芸
術
と
ド
ラ
ッ
グ
と
セ
ッ
ク
ス
、
時
に
は
同
性
愛
と
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
性
的
志

向
も
話
題
に
し
て
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
っ
た
。
入
学
当
初
は
魅
力
的
に
感
じ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の

文
学
の
指
導
教
授
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ト
リ
リ
ン
グ
も
保
守
的
す
ぎ
る
と
彼
ら
は
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
考
え

た
「
ニ
ュ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
、
後
の
ビ
ー
ト
哲
学
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、

芸
術
と
は
抑
圧
さ
れ
た
魂
の
解
放
で
あ
り
、
平
坦
で
無
意
味
で
楽
し
く
な
い
世
界
を
現
実
的
に
受
け
入
れ
な
が
ら
、
高

度
に
意
識
的
に
理
解
す
る
と
い
う
文
学
的
態
度
だ
。

そ
ん
な
折
、
カ
ー
が
殺
人
事
件
を
起
こ
す
。
カ
ー
よ
り
十
一
歳
年
上
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
マ
ラ
ー
が
カ
ー
に
惚
れ
込
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ん
で
ス
ト
ー
カ
ー
と
な
っ
て
、
何
年
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
八
月
十
四
日
、
泥
酔
し
た
カ
マ
ラ
ー
は
カ

ー
に
性
行
為
を
強
要
し
て
暴
力
的
に
迫
っ
た
。
抵
抗
し
た
カ
ー
は
ナ
イ
フ
で
刺
殺
し
た
。
新
聞
は
カ
マ
ラ
ー
の
写
真
を

載
せ
て
「
善
良
で
無
実
の
少
年
に
触
ろ
う
と
し
た
児
童
性
的
虐
待
者
が
報
い
を
受
け
た
」
と
報
道
し
た
。
当
時
十
九
歳

だ
っ
た
カ
ー
は
矯
正
施
設
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ー
が
殺
人
直
後
に
バ
ロ
ウ
ズ
と
ケ
ル
ア
ッ
ク
に
相
談
し
た
こ
と

か
ら
、
二
人
も
共
犯
と
見
做
さ
れ
た
が
保
釈
金
で
釈
放
さ
れ
た
。
後
に
、
こ
の
こ
と
を
ケ
ル
ア
ッ
ク
と
バ
ロ
ウ
ズ
は
共

著
の
小
説
『
そ
し
て
カ
バ
た
ち
は
タ
ン
ク
で
茹
で
死
に
』
に
書
く
。

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
が
、
二
カ
月
後
こ
の
事
件
を
題
材
に
創
作
課
題
の
小
説
を
書
き
た
い
と
指

導
教
授
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
学
部
長
か
ら
中
止
を
命
じ
ら
れ
た
。
大
学
に
失
望
し
た
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
父
ル
イ
が
学
部
長
に
呼
ば
れ
る
。
同
性
愛
気
質
を
許
容
で
き
な
い
学
部
長
は
、
ヒ
ゲ
を
剃
ら
ず
中
古

の
衣
服
を
着
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
登
場
人
物
の
よ
う
な
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
学
生
ら
し
く
な
い
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

の
姿
を
、
父
ル
イ
に
注
意
す
る
。
そ
の
後
、「
窓
へ
の
不
適
切
な
落
書
き
と
好
ま
し
く
な
い
外
部
者
を
宿
泊
さ
せ
た
」

と
い
う
理
由
で
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
停
学
処
分
を
受
け
る
。
事
実
と
し
て
は
、
あ
る
夜
ケ
ル
ア
ッ
ク
が
大
学
寮
の
ギ
ン
ズ

バ
ー
グ
の
部
屋
に
宿
泊
し
、
翌
朝
、
そ
の
窓
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
侮
辱
す
る
落
書
き
が
発
見
さ
れ
た
事
件
だ
。
確
か
に
連
絡

な
し
で
の
外
部
者
宿
泊
は
規
則
違
反
だ
っ
た
が
、
殺
人
事
件
で
保
釈
さ
れ
た
退
学
者
ケ
ル
ア
ッ
ク
と
の
、
同
性
愛
を
疑

わ
せ
る
行
動
が
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
だ
。

そ
の
頃
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
自
分
は
思
春
期
の
葛
藤
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
大
き
く
な
っ
た
少
年
の
一
人
だ
と
気
づ
く
。

停
学
の
た
め
寮
を
出
て
友
人
た
ち
と
共
同
生
活
を
始
め
、
カ
ー
の
友
人
で
デ
ン
バ
ー
出
身
の
ハ
ル
・
チ
ェ
イ
ス
や
、
バ

ロ
ウ
ズ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
ン
キ
ー
な
ど
仲
間
が
増
え
て
い
く
。
ハ
ン
キ
ー
は
ド
ラ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ラ
ー
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で
ジ
ャ
ン
キ
ー
で
同
性
愛
者
で
街
娼
で
、
何
よ
り
も
ド
ラ
ッ
グ
に
関
し
て
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ベ
ン
ゼ
ド
リ

ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
を
摂
取
す
る
。
そ
れ
で
も
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
依
存
し
な
い
よ
う
に
常
習
を
避
け
、
体

験
し
た
ド
ラ
ッ
グ
類
の
使
用
歴
と
体
感
す
る
効
果
・
幻
覚
な
ど
す
べ
て
記
録
す
る
。

停
学
で
卒
業
期
が
延
び
た
こ
と
や
家
計
が
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
、
経
済
的
必
要
か
ら
海
軍
輸
送
部
の
艤
装
手
に
応
募

し
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
海
兵
訓
練
所
で
訓
練
を
受
け
る
。
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
患
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
訓
練
が
終
わ

る
と
何
度
か
商
船
に
乗
り
込
ん
で
賃
金
を
得
た
。
一
九
四
六
年
秋
、
復
学
の
た
め
の
診
断
書
を
学
部
長
か
ら
要
請
さ
れ

た
の
で
、
お
そ
ら
く
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
自
身
が
文
面
を
書
い
て
医
師
が
署
名
し
た
と
思
わ
れ
る
書
面
を
提
出
し
、
復
学
を

許
可
さ
れ
た
。

一
九
四
七
年
、
十
六
歳
の
妻
ル
ー
ア
ン
と
一
緒
に
デ
ン
バ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
来
た
ニ
ー
ル
・
キ
ャ
サ

デ
ィ
を
チ
ェ
イ
ス
か
ら
紹
介
さ
れ
る
。
彼
は
の
ち
に
ケ
ル
ア
ッ
ク
の
『
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ー
ド
』
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と

な
る
、
ビ
ー
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
不
良
青
年
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
体
現
す
る
反
抗
的
な
若
者
だ
。
乱
暴
な
素
行
と
き

ら
め
く
知
性
が
魅
力
的
な
キ
ャ
サ
デ
ィ
に
一
目
惚
れ
し
た
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
彼
と
の
間
で
様
々
な
性
交
の
快
楽
を
経

験
す
る
。
ケ
ル
ア
ッ
ク
も
キ
ャ
サ
デ
ィ
に
夢
中
に
な
っ
た
。
数
カ
月
の
滞
在
後
デ
ン
バ
ー
へ
帰
っ
た
キ
ャ
サ
デ
ィ
に
会

い
た
く
て
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
「
死
の
暴
力
」
と
い
う
詩
で
得
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
賞
の
賞

金
百
五
十
ド
ル
を
旅
費
に
つ
ぎ
込
む
。
し
か
し
デ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
み
た
ら
キ
ャ
サ
デ
ィ
に
は
複
数
の
女
性
の
恋
人
が

い
て
、
辛
い
思
い
を
味
わ
う
。
傷
心
を
抱
え
て
、
バ
ロ
ウ
ズ
の
住
む
テ
キ
サ
ス
に
滞
在
す
る
。

一
九
四
七
年
十
一
月
、
父
母
は
離
婚
し
て
い
る
た
め
、
保
証
人
と
し
て
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
母
ナ
オ
ミ
の
ロ
ボ
ト
ミ
ー

手
術
に
同
意
署
名
す
る
。
こ
の
後
、
一
生
の
後
悔
が
つ
き
ま
と
う
結
果
と
な
る
。
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一
九
四
八
年
に
は
、
詩
人
と
し
て
の
意
識
に
つ
な
が
る
「
ブ
レ
イ
ク
体
験
」
を
す
る
。
ベ
ッ
ド
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ

レ
イ
ク
の
「
あ
あ
ひ
ま
わ
り
よ
」
を
繰
り
返
し
朗
読
し
な
が
ら
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
ら
、
ブ
レ
イ
ク
自

身
の
深
い
声
が
外
部
か
ら
自
分
に
直
接
聞
こ
え
て
き
て
、
ま
る
で
聖
人
が
聖
母
マ
リ
ア
の
声
を
聴
い
た
体
験
の
よ
う
だ

っ
た
。
宇
宙
の
神
秘
が
解
き
明
か
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
。

一
九
四
九
年
六
月
一
日
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
卒
業
し
て
英
文
学
の
学
士
号
を
得
る
の
だ
が
、
そ
の
直
前
の
四
月
に
、

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
初
め
て
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
。
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
し
ぶ
し
ぶ
同
居
さ
せ
て
い
た
ハ
ン
キ
ー
と
そ
の

仲
間
た
ち
の
窃
盗
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
ら
だ
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
コ
ッ
ト
博
士
か
ら
警
察
へ
の
「
お
そ
ら
く
治
療
不

可
能
な
ヘ
ロ
イ
ン
中
毒
」
と
い
う
通
知
に
基
づ
き
、
父
ル
イ
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ト
リ
リ
ン
グ
教
授
は
、
当
局
に
、

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
必
要
な
の
は
懲
役
刑
で
は
な
く
専
門
的
な
心
理
療
法
だ
と
納
得
さ
せ
た
。
そ
し
て
翌
年
二
月
ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
精
神
病
院
に
入
院
し
、
そ
こ
で
患
者
の
カ
ー
ル
・
ソ
ロ
モ
ン
に
出
会
う
。

一
九
五
一
年
九
月
、
バ
ロ
ウ
ズ
は
妻
の
ジ
ョ
ア
ン
を
事
故
で
射
殺
し
た
。
こ
の
後
も
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
周
囲
で
は
、

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
や
自
死
、
事
故
死
、
暴
力
に
よ
る
死
な
ど
が
断
続
的
に
発
生
す
る
。

シ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
朗
読
、『
吠
え
る
、
そ
の
他
の
詩
』
裁
判

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
一
九
五
〇
年
か
ら
同
郷
の
大
先
輩
詩
人
で
あ
り
、
地
域
の
医
者
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
ロ

ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
始
ま
り
、
会
食
し
、
パ
タ
ー
ソ
ン
の
滝
付
近
を

散
歩
し
な
が
ら
文
学
的
会
話
が
弾
ん
で
い
く
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
ア
メ
リ
カ
人
の
日
常
的
な
話
し
方
か
ら
詩
的
リ
ズ
ム
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を
見
出
し
、「
事
物
な
し
の
観
念
は
な
い
」（N

o ideas but in things

）
と
い
う
詩
的
方
法
論
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
し

て
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
は
「
平
凡
な
言
葉
で
詩
を
埋
め
る
よ
り
も
強
度
の
あ
る
詩
行
を
含
む
断
片
の
方
が
良
い
、
未
完
を

恐
れ
る
な
」
と
助
言
し
た
。
そ
の
言
葉
を
得
て
伝
統
的
な
詩
の
形
式
か
ら
解
放
さ
れ
た
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
実
験
に
挑

戦
し
て
い
く
。
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
か
ら
の
長
い
手
紙
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
長
編
詩
『
パ
タ
ー
ソ
ン
』
文
中
に
入
れ
込
ま
れ
、

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
詩
集
の
序
文
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
喜
ん
で
書
い
て
く
れ
た
。
ま
た
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
「
死
は
怖
い
で
す

か
？
」
と
質
問
し
た
ら
、
六
十
八
歳
の
医
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
も
「
イ
エ
ス
」
と
の
答
え
だ
っ
た
。
死
の
不
安
を
共
有
し

て
も
ら
え
て
、
う
れ
し
く
心
強
く
思
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
一
九
五
三
年
に
ロ
ー
レ
ン
ス
・
フ
ァ
ー
リ
ン
ゲ
テ
ィ
に
よ
る
独
立
系
書
店
・
小
出
版
社
シ

テ
ィ
ラ
イ
ツ
が
開
店
し
、
ケ
ネ
ス
・
レ
ク
ス
ロ
ス
を
中
心
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
動
き
出
し
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
良
心
的
兵
役
拒
否
者
や
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
が
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
文
化

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
集
ま
っ
て
き
て
、
反
権
威
主
義
、
自
由
主
義
、
反
戦
主
義
の
芸
術
運
動
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

パ
リ
に
あ
る
、
フ
ァ
ー
リ
ン
ゲ
テ
ィ
の
友
人
ジ
ョ
ー
ジ
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
経
営
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
書
店
と
同
じ
く
若

い
作
家
の
文
学
活
動
を
応
援
す
る
シ
テ
ィ
ラ
イ
ツ
で
は
、
朗
読
会
、
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
（
一
枚
の
紙
に
詩
が
印
刷
さ
れ

た
も
の
）・
ジ
ン
（
個
人
的
小
冊
子
）・
文
庫
版
詩
集
の
出
版
が
行
な
わ
れ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
文
学
の
重
鎮
で
あ

る
ル
ー
ス
・
ウ
ィ
ッ
ト
゠
デ
ィ
ア
マ
ン
ト
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
に
ポ
エ
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
こ
れ

ら
は
詩
人
た
ち
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。
戦
争
中
は
良
心
的
兵
役
拒
否
を
貫
い
た
レ
ク
ス
ロ
ス
は
博
学
で
、
独
学
で
中

国
語
な
ど
多
く
の
言
語
に
通
じ
、
Ｆ
Ｍ
放
送
で
時
事
問
題
や
文
学
や
書
評
を
独
自
の
観
点
で
語
り
、
自
宅
で
文
学
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
若
手
詩
人
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
い
た
。
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
や
書
店
や
カ
フ
ェ
で
ロ
バ
ー


